
『家族システムの理論的・実証的研究』正　誤　表

頁 箇　所 訂　　正

149 図8-8内 「Type I ストレス」から「登校回避」に
矢印を向ける（下図参照）

179 図10-3 図のみ図10-4と入れ替える

180 図10-4 図のみ図10-3と入れ替える
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（注）　係数は非標準化係数，カッコ内は標準化パス係数，添え字cは固定定数を示す。

図8-8　2タイプ登校ストレス循環モデル（5a）のパス図による表現〔修正〕

「登校回避」の方に矢印を向ける


